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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　症例サーバ装置と端末装置を備えた症例蓄積システムであって、
　前記症例サーバ装置は、
　端末装置からのアップロード指示関連ページ要求を受けて、当該端末装置に対し、当該
アップロード指示関連ページおよびマスク処理プログラムを端末装置に送信するアップロ
ード準備手段と、
　端末装置からの症例要求を受けて、記録部に記録されたマスク済症例データを、当該端
末装置に送信する症例送信手段と、
　送信されてきたマスク済症例データを、記録部に記録する記録手段とを備え、
　前記端末装置は、
　症例サーバ装置にアップロード指示関連ページ要求を送信するアップロード指示関連ペ
ージ要求手段と、
　前記アップロード指示関連ページ要求に応じて症例サーバ装置から送られてきたアップ
ロード指示関連ページを受信して表示部に表示し、前記症例要求に応じて症例サーバ装置
から送られてきたマスク済症例データを表示部に表示する表示手段と、
　前記アップロード指示関連ページ要求に応じて症例サーバ装置から送られてきたマスク
処理プログラムを受信し、少なくとも一時的に記録部に記録するマスク処理プログラム記
録手段と、
　前記アップロード指示関連ページにおいて、症例データを症例サーバ装置にアップロー
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ドするための指示入力を受けると、前記マスク処理プログラムによって、前記症例データ
中の所定のプライバシー情報をマスクしたマスク済症例データを、前記症例サーバ装置に
送信する症例データ送信手段とを備える症例蓄積システム。
【請求項２】
　症例サーバ装置にアップロード指示関連ページ要求を送信するアップロード指示関連ペ
ージ要求手段と、
　前記アップロード指示関連ページ要求に応じて症例サーバ装置から送られてきたアップ
ロード指示関連ページを受信して表示部に表示し、端末装置からの症例要求に応じて症例
サーバ装置から送られてきたマスク済症例データを表示部に表示する表示手段と、
　前記アップロード指示関連ページ要求に応じて症例サーバ装置から送られてきたマスク
処理プログラムを受信し、少なくとも一時的に記録部に記録するマスク処理プログラム記
録手段と、
　前記アップロード指示関連ページにおいて、症例データを症例サーバ装置にアップロー
ドするための指示入力を受けると、前記マスク処理プログラムによって、前記症例データ
中の所定のプライバシー情報をマスクしたマスク済症例データを、前記症例サーバ装置に
送信する症例データ送信手段と、
　を備えた端末装置。
【請求項３】
　端末装置をコンピュータによって実現するための端末プログラムであって、コンピュー
タを、
　症例サーバ装置にアップロード指示関連ページ要求を送信するアップロード指示関連ペ
ージ要求手段と、
　前記アップロード指示関連ページ要求に応じて症例サーバ装置から送られてきたアップ
ロード指示関連ページを受信して表示部に表示し、前記端末装置からの症例要求に応じて
症例サーバ装置から送られてきたマスク済症例データを表示部に表示する表示手段と、
　前記アップロード指示関連ページ要求に応じて症例サーバ装置から送られてきたマスク
処理プログラムを受信し、少なくとも一時的に記録部に記録するマスク処理プログラム記
録手段と、
　前記アップロード指示関連ページにおいて、症例データを症例サーバ装置にアップロー
ドするための指示入力を受けると、前記マスク処理プログラムによって、前記症例データ
中の所定のプライバシー情報をマスクしたマスク済症例データを、前記症例サーバ装置に
送信する症例データ送信手段として機能させるための端末プログラム。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかのシステム、装置またはプログラムにおいて、
　前記症例サーバ装置は、前記アップロード指示関連ページ要求を受けたことに代えて、
前記端末装置により、前記アップロード指示関連ページにおいて、アップロードのための
指示入力があったことを取得して、前記マスク処理プログラムを送信することを特徴とす
るシステム、装置またはプログラム。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかのシステム、装置またはプログラムにおいて、
　前記マスクは、項目自体を削除する、データ内容を削除するまたはデータ内容をマスク
文字にて置き換えることによってなされることを特徴とするシステム、装置またはプログ
ラム。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかのシステム、装置またはプログラムにおいて、
　前記マスクは、症例データの項目中の少なくとも患者氏名、生年月日、医療施設情報ま
たは担当医情報の項目をマスクすることを特徴とするシステム、装置またはプログラム。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかのシステム、装置またはプログラムにおいて、
　前記症例データは、ＤＩＣＯＭデータであることを特徴とするシステム、装置またはプ
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ログラム。
　
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は症例データを蓄積するシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　症例データを多数人で共用する場合、たとえば、症例データを研究目的のためにインタ
ーネット上のサーバ装置に蓄積して共用する場合などにおいて、症例研究のために必要な
データだけでなく、個人のプライバシーに係る情報も送信、蓄積されてしまう。
【０００３】
　これを防止するため、たとえば、特許文献１では、送信時にプライバシーに係る情報を
削除してから、サーバ装置などに送信することが行われている。これにより、プライバシ
ーを保護しつつ、症例データを送信・蓄積することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１８４７３１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１のような従来技術では、送信側の端末装置においてプライバ
シー項目を削除するための特別な機能を予め用意しておく必要がある。したがって、この
ような機能を持たない端末装置からは、安全な送信ができないという問題があった。
【０００６】
　したがって、プライバシー項目削除に対応していない端末装置を用いる場合には、受信
側のサーバ装置などにおいて、プライバシー項目を削除しなければならなかった。この方
式であれば、どのような端末装置からでも送信することができるというメリットはあるも
のの、送信データ中にプライバシー項目が含まれてしまいリスクが生じるという問題があ
った。
【０００７】
　この発明は、上記のような問題点を解決して、どのような端末装置からでもプライバシ
ー項目の漏れがないようにサーバ装置に対して送信して蓄積することのできるシステムを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明の互いに独立して適用可能な特徴を以下に列挙する。
【０００９】
(1)-(5)この発明に係る症例蓄積システムは、症例サーバ装置と端末装置を備えた症例蓄
積システムであって、
　前記症例サーバ装置は、端末装置からのアップロード指示関連ページ要求を受けて、当
該端末装置に対し、当該アップロード指示関連ページおよびマスク処理プログラムを端末
装置に送信するアップロード準備手段と、端末装置からの症例要求を受けて、記録部に記
録されたマスク済症例データを、当該端末装置に送信する症例送信手段と、送信されてき
たマスク済症例データを、記録部に記録する記録手段とを備え、
　前記端末装置は、症例サーバ装置にアップロード指示関連ページ要求を送信するアップ
ロード指示関連ページ要求手段と、前記アップロード指示関連ページ要求に応じて症例サ
ーバ装置から送られてきたアップロード指示関連ページ要求を受信して表示部に表示し、



(4) JP 6903107 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

前記症例要求に応じて症例サーバ装置から送られてきたマスク済症例データを表示部に表
示する表示手段と、前記アップロード指示関連ページ要求に応じて症例サーバ装置から送
られてきたマスク処理プログラムを受信し、少なくとも一時的に記録部に記録するマスク
処理プログラム記録手段と、前記アップロード指示関連ページに基づいて、症例データを
症例サーバ装置にアップロードするためのアップロードするための指示入力を受けると、
前記マスク処理プログラムによって、前記症例データ中の所定のプライバシー情報をマス
クしたマスク済症例データを、前記症例サーバ装置に送信する症例データ送信手段とを備
えている。
【００１０】
　したがって、端末装置側に特別なソフトウエアを予め用意しておかなくとも、プライバ
シー情報をマスクして症例サーバ装置にアップロードし蓄積することができる。
【００１１】
(6)この発明に係る症例蓄積システムは、アップロード準備手段が、前記アップロード指
示関連ページ要求を受けたことに代えて、前記端末装置においてアップロードのための指
示入力があったことを取得して、前記マスク処理プログラムを送信することを特徴として
いる。
【００１２】
　したがって、現にアップロードの指示があるまで、マスク処理プログラムが送信されな
いので、無駄な送信処理を排除することができる。
【００１３】
(7)この発明に係る症例蓄積システムは、マスクが、項目自体を削除する、データ内容を
削除するまたはデータ内容をマスク文字にて置き換えることによってなされることを特徴
としている。
【００１４】
　したがって、プライバシー項目の漏洩を防止してアップロードを行うことができる。
【００１５】
(8)この発明に係る症例蓄積システムは、マスクが、症例データの項目中の少なくとも患
者氏名、生年月日、医療施設情報または担当医情報の項目をマスクすることを特徴として
いる。
【００１６】
　したがって、患者氏名の漏洩を防止することができる。
【００１７】
(9)この発明に係る症例蓄積システムは、症例データが、ＤＩＣＯＭデータであることを
特徴としている。
【００１８】
　したがって、ＤＩＣＯＭデータについて、プライバシー項目の漏洩を防止しつつ、アッ
プロードを行うことができる。
【００１９】
(10)(11)この発明に係る症例蓄積サーバは、端末装置からのアップロード指示関連ページ
要求を受けて、当該端末装置に対し、当該アップロード指示関連ページおよびマスク処理
プログラムを端末装置に送信するアップロード準備手段と、送信されてきたマスク済症例
データを、記録部に記録する記録手段とを備えている。
【００２０】
　したがって、端末装置側に特別なソフトウエアを予め用意しておかなくとも、プライバ
シー情報をマスクして症例サーバ装置にアップロードし蓄積することができる。
【００２１】
　「アップロード準備手段」は、実施形態においては、ステップＳ６０、Ｓ６１がこれに
対応する。
【００２２】
　「症例送信手段」は、実施形態においては、ステップＳ５３がこれに対応する。
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【００２３】
　「記録手段」は、実施形態においては、ステップＳ６２がこれに対応する。
【００２４】
　「アップロード指示関連ページ要求手段」は、実施形態においては、ステップＳ１０が
これに対応する。
【００２５】
　「表示手段」は、実施形態においては、ステップＳ６がこれに対応する。
【００２６】
　「マスク処理プログラム記録手段」は、実施形態においては、ステップＳ１２がこれに
対応する。
【００２７】
　「症例データ送信手段」は、実施形態においては、ステップＳ１６がこれに対応する。
【００２８】
　「アップロード指示関連ページ」とは、アップロード指示ボタンの設けられたページだ
けでなく、症例サーバ装置に記録されているページのうち、アップロード指示ボタンに直
接または間接的にリンクの貼られたページを含む概念である。
【００２９】
　「プログラム」とは、ＣＰＵにより直接実行可能なプログラムだけでなく、ソース形式
のプログラム、圧縮処理がされたプログラム、暗号化されたプログラム等を含む概念であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】この発明の一実施形態による症例蓄積システムの機能構成図である。
【図２】症例蓄積システムのシステム構成図である。
【図３】症例サーバ装置のハードウエア構成である。
【図４】端末装置のハードウエア構成である。
【図５】症例閲覧処理のフローチャートである。
【図６】症例閲覧処理における端末装置での表示画面例である。
【図７】図７Ａ、図７Ｂは、症例ＤＢ４４のデータ例である。
【図８】症例登録処理のフローチャートである。
【図９】図９ＡはＤＩＣＯＭデータの例、図９Ｂはマスク済ＤＩＣＯＭデータの例である
。
【図１０】症例登録画面の例である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
１．発明の機能構成
　図１に、この発明の一実施形態による症例蓄積システムの機能構成図を示す。端末装置
Ｔから症例を閲覧する場合には、以下のように処理が行われる。端末装置Ｔの症例要求手
段１１は、サーバ装置Ｓに対して症例要求を送信する。サーバ装置Ｓの症例送信手段４は
、症例要求を受けて、記録部２に記録されているマスク済症例データ１０を送信する。端
末装置Ｔの表示手段１２は、受信したマスク済症例データ１０を、表示部１４に表示する
。これにより、サーバ装置Ｓに蓄積されている症例のうち、要求した症例を端末装置Ｔに
おいて表示することができる。
【００３２】
　端末装置Ｔから症例データをアップロードする場合には、以下のように処理が行われる
。端末装置Ｔのアップロード指示関連ページ要求手段１６は、アップロード関連ページの
要求をサーバ装置Ｓに送信する。サーバ装置Ｓのアップロード準備手段６は、これを受け
て、アップロード関連ページを端末装置Ｔに送信する。端末装置Ｔの表示手段１２は、受
信したアップロード関連ページを表示部１４に表示する。
【００３３】
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　また、アップロード準備手段６は、アップロード関連ページ要求を受けて、端末装置Ｔ
に対し、マスク処理プログラム２４を送信する。端末装置Ｔのマスク処理プログラム記録
手段１８は、受信したマスク処理プログラム２４を、記録部２２に一時記録する。
【００３４】
　症例データ送信手段２０は、記録部２２に記録されている症例データ２４のプライバシ
ー情報を、上記マスク処理プログラム２４によりマスクし、サーバ装置Ｓに送信する。し
たがって、端末装置Ｔ側の操作者が意識をせずとも、マスク済症例データがサーバ装置Ｓ
に送信されることになる。
【００３５】
　サーバ装置Ｓの記録手段８は、受信したマスク済症例データを記録部２に記録する。こ
のようにして、端末装置Ｔの側において、事前に特別なプログラムを用意しておかなくと
も、プライバシー項目がマスクされた症例データを通信し蓄積することができる。
　
【００３６】
２．システム構成
　図２に症例蓄積システムのシステム構成を示す。症例サーバ装置Ｓには、インターネッ
トを介して、端末装置Ｔ１、Ｔ２・・・　Tｎが接続されている。各端末装置Ｔ１、Ｔ２
・・・　Tｎは、異なる多数の病院などの医師が使用する例えばＰＣである。各端末装置
Ｔ１、Ｔ２・・・　Tｎから、症例サーバ装置Ｓに蓄積された症例を閲覧することができ
る。
【００３７】
　また、各端末装置Ｔ１、Ｔ２・・・　Tｎから、サーバ装置Ｓに対し、ＤＩＣＯＭデー
タを症例データとしてアップロードすることができる。
【００３８】
　図３に、症例サーバ装置Ｓのハードウエア構成を示す。ＣＰＵ３０には、メモリ３２、
ハードディスク３４、ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ３６、通信回路３８が接続されている。通
信回路３８は、インターネットに接続するためのものである。
【００３９】
　ハードディスク３４には、オペレーティングシステム４０、症例サーバプログラム４２
、症例ＤＢ４４が記録されている。症例サーバプログラム４２は、オペレーティングシス
テム４０と協働してその機能を発揮するものである。これらプログラムは、ＤＶＤ－ＲＯ
Ｍ４６に記録されていたものを、ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ３６を介して、ハードディスク
３４にインストールしたものである。
【００４０】
　図４に、端末装置Ｔのハードウエア構成を示す。ＣＰＵ５０には、メモリ５２、キーボ
ード／マウス５４、ディスプレイ５５、ハードディスク５６、ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ５
８、通信回路６０が接続されている。メモリ５２は、ＣＰＵ５０のワークエリアとして機
能する一時的な記憶部である。通信回路６０は、インターネットに接続するためのもので
ある。
【００４１】
　ハードディスク５６には、オペレーティングシステム６２、端末プログラム６４が記録
されている。端末プログラム６４は、オペレーティングシステム６２と協働してその機能
を発揮するものである。これらプログラムは、ＤＶＤ－ＲＯＭ６６に記録されていたもの
を、ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ５８を介して、ハードディスク５６にインストールしたもの
である。
　
【００４２】
３．症例閲覧処理
　図５に、症例閲覧処理のフローチャートを示す。端末装置Ｔを操作する使用者（医師な
ど）は、端末装置Ｔのキーボード／マウス５４を操作して、症例サーバ装置Ｓにアクセス
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するよう指令を入力する。この際、予め定められたユーザＩＤとパスワードも入力される
。　
【００４３】
　これを受けて、端末装置ＴのＣＰＵ５０（以下、端末装置Ｔと省略することがある）は
、症例サーバ装置Ｓにアクセスする（ステップＳ１）。
【００４４】
　症例サーバ装置Ｓは、送信されてきたユーザＩＤとパスワードとに基づいて、本人認証
を行う（ステップＳ５１）。認証の結果がＮＧであれば、以後の処理は行わず終了する。
【００４５】
　認証の結果がＯＫであれば、症例サーバ装置ＳのＣＰＵ３０は、初期画面を端末装置Ｔ
に送信する（ステップＳ５２）。端末装置Ｔは、この初期画面をディスプレイ５５に表示
する（ステップＳ２）。初期画面の例を、図６Ａに示す。症例閲覧、症例登録などのメニ
ューが表示されている。
【００４６】
　端末装置Ｔの操作者によって症例閲覧が選択されると、端末装置Ｔは、症例閲覧画面の
要求をサーバ装置Ｓに送信する（ステップＳ３）。症例サーバ装置Ｓは、これを受けて、
ハードディスク３４に記録されている症例ＤＢ４４から病名などを抽出し、症例閲覧用の
画面を生成して送信する（ステップＳ５３）。なお、補助記憶装置として、ハードディス
ク３４に代えて、不揮発性メモリ（ＳＳＤなど）などを用いてもよい。
【００４７】
　図７Ａに、症例ＤＢ４４の例を示す。症例ＩＤが付されて、病名、日時、病院、年齢、
検査種類、検査画像などが記録されている。この症例ＤＢ４４の各データは、基本的には
ＤＩＣＯＭデータの形式となっている。症例サーバ装置Ｓは、この症例ＤＢ４４から病名
、日時などを抽出し、複数の症例が一覧となった症例閲覧画面を生成する。なお、送信さ
れる症例閲覧画面の各症例には、症例ＩＤが紐付けられている。
【００４８】
　端末装置Ｔは、これを受けて、症例閲覧画面をディスプレイ５５に表示する（ステップ
Ｓ４）。図６Ｂに、症例閲覧画面を示す。複数の症例が一覧として表示されている。図示
していないが、症例を病名や地域などで検索して一覧表示させることができる。
【００４９】
　端末装置Ｔの操作者は、キーボード／マウス５４を操作し、この症例一覧から閲覧を希
望する症例を選択する。これを受けて、端末装置Ｔは、紐付けられた症例ＩＤを伴う症例
要求を症例サーバ装置Ｓに送信する（ステップＳ５）。症例サーバ装置Ｓは、この症例要
求に含まれる症例ＩＤに基づいて、症例ＤＢ４４から症例データを取得し、端末装置Ｔに
送信する（ステップＳ５４）。
【００５０】
　端末装置Ｔは、この症例データを受信して、ディスプレイ５５に表示する（ステップＳ
６）。これにより、図６Ｃに示すように、検査画像などを端末装置Ｔにおいて閲覧するこ
とができる。
　
【００５１】
４．症例登録処理
　図８に、症例データの登録処理のフローチャートを示す。症例データをサーバ装置Ｓの
症例ＤＢ４４に登録する際には、端末装置Ｔにおいて、ＤＶＤ－ＲＡＭ６８等に記録され
た登録対象となる症例データ（ＤＩＣＯＭデータ）を用意しておく。
【００５２】
　図９Ａに、症例データ（ＤＩＣＯＭデータ）の例を示す。このＤＩＣＯＭデータは、Ｐ
ＥＴ、ＳＰＥＣＴなどの検査機器から出力されたデータである。ここでは、これら検査機
器からの出力データをＤＶＤ－ＲＡＭ６８に記録し、端末装置Ｔに装着したものとしてい
る。しかし、ＬＡＮネットワークなどによって、検査機器から端末装置Ｔに送信するよう
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にしてもよい。
【００５３】
　図９Ａに示すように、ＤＩＣＯＭデータにおいては、患者氏名のようにプライバシーに
係る項目が含まれている。
【００５４】
　図８に戻って、端末装置Ｔにおいて、図６Ａの初期画面が表示されている状態であると
する。ここで、端末装置Ｔの操作者が症例登録を選択すると、端末装置Ｔは、症例登録画
面要求を症例サーバ装置Ｓに送信する（ステップＳ１０）。症例サーバ装置Ｓは、これを
受信し、症例登録画面を端末装置Ｔに送信する（ステップＳ６０）。端末装置Ｔでは、こ
の症例登録画面をディスプレイ５５に表示する（ステップＳ１１）。
【００５５】
　症例登録画面の例を、図１０Ａに示す。アップロードするファイルのファイル名を入力
するファイル名入力領域８０、アップロードを実行するアップロードボタン８２が設けら
れている。
【００５６】
　症例サーバ装置Ｓは、ステップＳ６０にて症例登録画面を送信するとともに、マスク処
理プログラムを送信する（ステップＳ６１）。図８のフローチャートにおいては、症例登
録画面の送信とマスク処理プログラムの送信が分離して行われるように記載している。し
かし、この実施形態では、症例登録画面はＨＴＭＬ（ＸＭＬでもよい）にて送信され、マ
スク処理プログラムは当該ＨＴＭＬ内に記述されたJavaScript（商標）として同時に送信
される。もちろん、症例登録画面とマスク処理プログラムを分離して送信するようにして
もよい。
【００５７】
　上記マスク処理プログラムを受信した端末装置Ｔは、これをメモリ５２に一時的に記憶
する（ステップＳ１２）。
【００５８】
　端末装置Ｔの操作者は、キーボード／マウス５４を操作して、図１０の症例登録画面の
ファイル名入力領域８０に、アップロードするファイルのファイル名を入力する。なお、
プルダウンメニューなどによってファイルを選択するようにしてもよい。ここでは、ＤＶ
Ｄ－ＲＡＭドライブ５８に装着されたＤＶＤ－ＲＡＭ６８に記録されている症例データが
アップロードされるファイルとして入力される。
【００５９】
　次に、端末装置Ｔの操作者がアップロードボタン８２をクリックすると、端末装置Ｔは
、ＤＶＤ－ＲＡＭ６８から対象となる症例データ（図９のＤＩＣＯＭデータ）の一部をメ
モリ５２に取り込む（ステップＳ１４）。症例データは容量が大きいので、全てを一度に
メモリ５２に取り込むことが難しいので、このように一部を取り込む。
【００６０】
　次に、端末装置Ｔは、メモリ５２に一時記憶しているマスク処理プロラムを起動し、当
該マスク処理プログラムによって、症例データ（ＤＩＣＯＭデータ）のプライバシー項目
についてマスク処理を行う。この実施形態では、患者氏名をプライバシー項目としてマス
ク処理するようにしている。
【００６１】
　なお、この実施形態では、ＤＩＣＯＭデータのプライバシー項目は残しつつ、記録され
ているデータをマスク文字（たとえば空白文字）にて置き換えるようにしている。したが
って、マスク処理後も、データサイズ（ファイルサイズ）が変わらず、データサイズの変
化によってエラーと判断する処理プログラムに対しても、問題を生じない。
【００６２】
　なお、上記ではマスク文字にて置き換えることでマスク処理を行っているが、プライバ
シー項目自体を（すなわちタグを削除）することによってマスク処理を行ってもよい。ま
た、プライバシー項目は残しつつ、データを削除（たとえば、ＮＵＬＬを挿入）してもよ
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い。
【００６３】
　続いて、端末装置Ｔは、マスク済の症例データを、症例サーバ装置Ｓに送信する（ステ
ップＳ１６）。
【００６４】
　端末装置Ｔは、症例データの全ての項目について上記のステップＳ１４～Ｓ１６の処理
を繰り返して行う（ステップＳ１７）。
【００６５】
　以上のようにして、端末装置Ｔから症例サーバ装置Ｓに対し、図９Ｂに示すようなマス
ク済症例データ（マスク済ＤＩＣＯＭデータ）が送信される。
【００６６】
　マスク済症例データ（マスク済ＤＩＣＯＭデータ）を受信した症例サーバ装置Ｓは、症
例ＩＤを付して症例ＤＢ４４に追加する（ステップＳ６２）。新たな症例データが追加さ
れた症例ＤＢ４４を、図７Ｂに示す。
【００６７】
　このようにして、端末装置Ｔの側にマスクのための特別なプログラムを用意しておかな
くとも、症例データについてマスク処理のなされた症例データが送信され、登録される。
　
【００６８】
５．その他
(1)上記実施形態では、「患者氏名」をマスク対象としている。しかし、これに代えて、
あるいは加えて、生年月日、医療施設情報、担当医情報のいずれか一以上をマスク対象と
してもよい。また、マスク対象項目は、マスク処理プログラムにおいてディフォルトとし
て決めておき、端末装置Ｔからのアップロード時に、操作者の選択によって、マスクする
項目を追加（除外）できるようにしてもよい。
【００６９】
(2)上記実施形態では、マスク処理プログラムを一時的に記録するようにしている。した
がって、他の処理への移行やシャットダウンなどによって、マスク処理プログラムが削除
されることになる。つまり、操作者が症例登録画面から離れて、再び症例登録画面に戻る
と、再度マスク処理プログラムをダウンロードするようにしている。
【００７０】
　しかし、端末装置Ｔにおいて、ダウンロードしたマスク処理プログラムをハードディス
クなどに記録するようにしてもよい。この場合、症例登録画面においては、マスク処理プ
ログラムが既にダウンロードされて記録されているかを判断し、既に記録されていれば改
めてダウンロードをしないようにしてもよい。
【００７１】
(3)上記実施形態では、症例登録画面の送信時に同時にマスク処理プログラムを症例サー
バ装置から送信するようにしている。
【００７２】
　しかし、症例サーバ装置にアクセスした時にマスク処理プログラムを送信するようにし
てもよい。
【００７３】
　また、端末装置Ｔにおいて、図１０のアップロードボタン８２をクリックしたことを症
例サーバ装置Ｓが検知した際に、マスク処理プログラムを送信するようにしてもよい。
【００７４】
(4)上記実施形態では、症例サーバ装置に症例ＤＢ４４を記録している。しかし、他のサ
ーバ装置に症例ＤＢ４４を記録するようにしてもよい。
【００７５】
(5)上記実施形態では、マスク処理の方法としてプライバシー情報を記載したプライバシ
ー項目を削除するようにしている。しかし、プライバシー項目の内容を暗号化し、症例サ
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ーバ装置Ｓに送信するようにしてもよい。この場合、マスク処理プログラム２４の処理に
よって、復号化のキーを端末装置Ｔの側にハードディスク３４に記録しておけば、端末装
置Ｔにおいて症例データを紛失した場合であっても、症例サーバ装置Ｓからこれをダウン
ロードし、当該復号化のキーによって復元することができる。
【００７６】
(6)上記実施形態では、ＤＩＣＯＭデータを症例データとして用いている。しかし、他の
形式の症例データについても同様に適用することができる。
【００７７】
(7)上記実施形態では、蓄積した症例データを閲覧することを目的としたシステムを構築
している。しかし、閲覧以外の目的（ダウンロードなど）として症例データを蓄積するシ
ステムとしても適用することができる。

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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